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核兵器廃絶署名 

37，筆 

(’18.7/30 

今月の草花 

撮影：柳岡 

目的 

 毎年9月に原水協運動の理解を深めるために最新の私たちの情勢と運動を内容とするテーマで日本原水協などから講師

を招聘し、講演会を開きます。同時に、私たちの実践を確認交流し、県内平和行進の参加者、世界大会参加者の報

告を交えて、その感想や意見を交流します。 

 講師：木戸季市（きど すえいち） 

 プロフィール1940年、長崎に生まれる。1945年8月 

 9日、長崎市旭町（爆心から2km）の路上で被爆。 

2016年に被爆者が呼びかけた「ヒロシマ・ナガサキ

の被爆者が訴える核兵器絶国際署名」では、同署名

推進連絡会の事務局メンバーとして活動している。 

2017年から日本被団協事務局長。 

 
 

ビ
バ
ー
ナ
ム
・
ス
ノ
ー
・
ボ
ー
ル 

 

ガ
マ
ズ
ミ
の
仲
間
で
、
樹
高
1.5
～
２
ｍ
７
月
頃
に
一
見

雪
玉(

ア
ジ
サ
イ
の
形)

の
よ
う
な
真
っ
白
で
大
き
い
塊
状

の
花
を
ま
と
ま
っ
て
咲
か
せ
ま
す
。
咲
き
始
め
は
や
や
緑

が
か
っ
た
色
で
す
が
次
第
に
純
白
に
。
花
期
も
長
く
、
切

り
花
向
き
で
す
。
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
ブ
ー
ケ(

花
嫁
が
持
つ

花
束)

に
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

花
言
葉
：
茶
目
っ
気
・
誓
い 

講演中の木戸季市氏 

日時と場所 

9月2日（日）13時から17時 

講演会 13:30～15:00 

交流会 15:15～16:30 

まとめ 16:30～16:40 

終 了 片付け 

※  なお、木戸さんを囲ん

での交流会(土浦市内)

に、ぜひご参加下さ

い。 

*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*   

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
採

択
さ
れ
て
七
日
で
一
年
、
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
初

受
賞
し
ま
し
た
が
、
核
保
有
国

及
び
日
本
は
頑
で
条
約
に
加
わ

ら
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
二
〇
一

九
年
末
ま
で
の
条
約
発
行
を
目

指
し
、
各
国
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
し
て
い
く
。 

 

条
約
は
批
准
50
カ
国
で
日
後

に
発
効
す
る
。 

 

批
准
国
は
７
月
19
日
現
在
、

ガ
イ
ア
ナ
、
タ
イ
、
バ
チ
カ
ン
、

メ
キ
シ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
、
パ
レ
ス

チ
ナ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
パ
ラ
オ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
コ

ス
タ
リ
カ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ウ
ル

グ
ア
イ
の
13
カ
国
で
す
。 

 

米
朝
首
脳
会
談
に
、
核
兵
器

の
被
害
を
受
け
る
市
民
社
会
の

声
を
届
け
た
か
っ
た
。 

 

『
核
兵
器
は
悪
』
と
い
う
認

識
を
決
定
的
に
欠
い
た
ま
ま
の

「
取
引
」
だ
。 

 

朝
鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化

は
「
取
引
」
で
は
な
く
国
際
法

に
基
づ
い
て
行
う
べ
き
だ
。
核

兵
器
禁
止
条
約
こ
そ
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

（
完
全
か
つ
不
可
逆
的
な
非
核

化
）
。 

 

平
和
を
担
保
す
る
た
め
に
一

定
量
の
核
兵
器
に
目
を
つ
ぶ
る

と
の
議
論
は
警
戒
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。 

 

「
現
実
的
に
は
非
核
化
は
北

朝
鮮
だ
け
で
は
で
き
な
い
。
日

本
は
技
術
も
お
金
も
人
も
た
く

さ
ん
出
し
た
ほ
う
が
い
い
。
そ

れ
は
日
本
の
利
益
に
も
つ
な
が

る
。
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器

は
悪
だ
と
口
で
い
う
だ
け
で
な

く
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
べ
き

だ
。 

 

東
西
冷
戦
後
、
５
年
間
で
半

分
に
減
っ
た
。
朝
鮮
半
島
で
冷

戦
が
終
わ
る
な
ら
、
核
兵
器
を

持
つ
理
由
が
な
く
な
る
。 

 

最
終
的
に
は
韓
国
、
日
本
が

（
米
国
の
核
の
傘
に
頼
ら
な
い

と
）
腹
を
く
く
れ
る
か
ど
う
か

だ
。 

（
東
京
新
聞
７
月
８
日
か
ら
） 

ICAN国際運営委員：川崎哲氏 

//////////////////////////////// 

条
約
署
名
こ
そ 

 
 

 

非
核
化
の
道 

 

⭕ 台風襲来のおりでしたが…。 

実施期間：２０１８年７月２８日(土)～２９日(日) 

来場者数：２８日・午前１４人／午後６人（計２０人） 

    ：２９日・午前１６人／午後１２人（計２８人） 

ヒバクシャ国際署名 

 会場での署名数：１４筆 

 会場に届けられた署名数：７筆 

 募金額：３，２２２円 

なお、パネル展は大洗町の広報に掲載されました。 

 

 

 石岡平和の会では本庁舎、並びに旧
八郷庁舎にも、ヒバクシャ署名を前回
同様設置しました。 

 今回は前回にもまして長期間にわた
り、据え付けました。 

原爆写真展（大洗） 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

計２１筆 

今月の草花 

ヒバクシャ署名（石岡） 



 

今年も歩き抜いた１３日間 
北茨城市～神栖市（６月２９日～７月１１日） 

 

酷
暑
の
中
で
の
国
民
平
和
大
行

進
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
県
内

13
日
間
と
い
う
長
丁
場
の
準
備
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
大
変
な
努
力

が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
年
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の

採
択
の
一
年
後
と
い
う
、
記
念
す
べ

き
時
期
で
の
行
進
に
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
七
月
七
日
は
石
岡
―
荒

川
沖
コ
ー
ス
に
当
た
り
、
出
発
の
石

岡
駅
前
と
土
浦
亀
城
公
園
で
は
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

 

先
日
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
で
日
本

政
府
に
禁
止
条
約
の
批
准
を
求
め
る

請
願
が
採
択
さ
れ
、
県
内
５
市
町
に

な
り
ま
し
た
。 

 

最
終
日
の
出
発
地
・
小
美
玉
市
の

百
里
平
和
公
園
で
は
、
戦
闘
機
の
轟

音
に
挨
拶
の
声
も
か
き
消
さ
れ
が
ち

に
な
り
、
毎
回
の
こ
と
な
が
ら
、
怒

り
を
掻
き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
の
特
徴
は
、
行
進
団
に
と
て 

  

も
好
意
的
に
接
し
て
頂
い
て
い
る
自

治
体
が
多
い
こ
と
で
す
。
ペ
ナ
ン

ト
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
賛
同
金
だ
け
で

な
く
肩
書
署
名
や
庁
舎
内
に
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
署
名
」
を
設
置(

大
洗
・
石

岡)

す
る
こ
と
や
、
平
和
行
政
の
一

環
と
し
て
15
市
町
村
が
中
学
生
を

「
平
和
大
使
」
と
し
て
、
広
島
・
長

崎
に
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

帰
着
後
に
は
感
想
文
の
発
表
の
場
も

設
け
て
い
ま
す
。 

 

「
原
爆
と
人
間
」
の
パ
ネ
ル
を
自

治
体
が
購
入
し
、
自
ら
パ
ネ
ル
展
を

開
く
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

た
だ
残
念
な
の
は
、
大
井
川
知
事
が

「
肩
書
署
名
」
を
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
茨
城
県
の
平
和
行
進
に

完
全
に
後
ろ
向
き
で
、
ペ
ナ
ン
ト
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
勿
論
、
一
切
を
拒
否

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
県
立
」
歴

史
館
も
駐
車
場
で
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の

使
用
を
拒
否
。
バ
ス
な
ど
入
っ
て
こ

な
い
時
間
な
の
に
、
バ
ス
の
駐
車
箇

所
に
宣
伝
カ
ー
は
ダ
メ
。 
力
関
係

を
変
え
な
い
と
。 

７月２日(月)茨城町で町長も行進 

山内さんのトランペット、片山さんのアコー
ディオン、高橋さんの歌唱指導で交流(笠間市
友部トモアで) 

今年もズラリと並んだ桜川市役所職員の方々 
通し行進者を先頭に(筑西市) 

筑西市での歓迎集会で 

 

核
保
有
国
と
そ

の
同
盟
国
は
、

「
核
不
拡
散
体

制
」
の
維
持
へ
の

懸
念
や
核
兵
器
禁

止
条
約
署
名
・
批

准
へ
の
取
り
組
み

を
「
非
現
実
的
」

と
主
張
し
、
依
然

と
し
て
「
禁
止
条

約
」
に
背
を
向
け

た
ま
ま
で
す
。

「
核
兵
器
」
は
、

「
必
要
悪
」
で
は

な
く
、
国
際
的
に

も
「
絶
対
悪
」
で

あ
る
こ
と
が
当
然

視
さ
れ
、
「
悪
の

烙
印
」
を
押
さ
れ

た
の
で
す
。 

 

核
保
有
国
は
生

物
・
化
学
兵
器
の

廃
絶
を
認
め
な
が

ら
、
何
よ
り
も
危

険
で
残
虐
な
核
兵

器
の
廃
絶
に
反
対

す
る
こ
と
は
、
国

際
的
に
も
道
理
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

朝
鮮
半
島
の
完

全
非
核
化
を
実
現

す
る
た
め
も
、
日

本
政
府
は
自
ら
の

非
核
化
を
す
べ
き

で
し
ょ
う
。(

柳) 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

県庁前集会でコラボ 

雨の常総市街地を歩く 常総市役所前集会 石下庁舎前で 小美玉市役所 

編 

集 

後 

記 

石岡市役所で 


